
会場：タイム２４

〒135-8073 東京都江東区青海２－４５
電話 ０３－５５３１－００２７ ＦＡＸ 03－５５３１－００２５

主 催

社団法人 日本精神保健福祉士協会
JapaneseAssociationof PsychiatricSocialWorkers (JAPSW)

´０６年3 月1７日（金）１2：3０～２１日（火）１6：0０

（第３回研修：´06年３月18 日（土）14：20～21 日（火）16：00）
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■参加のお誘い
2006（平成18）年４月から“障害者自立支援法”が施行され、ケアマネジメントが制度化されること

になりました。私たちの相談支援のあり方は、めまぐるしい障害施策の変革に伴い大きく変わろうとして

います。しかし現状では崇高な理念の中で真に障害者が地域で自立へと向かう道のりの支援には、さまざ

まな困難が待ち受けているのも私たちは知っています。私たち援助者には、従来にも増して幅広く質の高

い相談支援を提供するパートナーとして期待がかけられています。もうサイは投げられました。立ち止ま

ることはすでに後退を意味します。さまざまな困難を乗り越え理念を現実化するために、私たちには今、

学びが必要です。

本協会では障害者自立支援法の下で行われるケアマネジメントに対応した研修（東京都の指定研修予定）

を行います。ぜひご参加ください。

なお、研修については４日間（第 3回ケアマネジメント研修として）の受講も可能ですが、専門職団体

が都道府県の指定（予定）を受けて開催する研修としては、今年度がラストチャンスかもしれません。

■日程／プログラム （敬称略）

３月１７日（金）
12:00

12:30

13:00

14:30

14:40

17:30

受付開始

開講式・オリエンテーション

講義「障害者福祉の動向」

講師：石渡 博幸（厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害保健福祉改革推進室）

休憩（10分）

パネルディスカッション「障害者のニーズ」

進行・まとめ：三品 桂子（花園大学）

パネリスト：身体障害領域、知的障害領域、精神障害領域（調整中）

１日目終了

３月１８日（土）
09:00

10:00

10:10

11:10

12:20

13:20

講義「ケアマネジメント概論と実施方法」

講師：佐藤 光正（駒澤大学）

休憩（10分）

講義「障害程度区分認定調査と支給決定プロセス」

講師：厚生労働省（調整中）

休憩（10分）

講義「ケアマネジメントにおける医療の位置づけ」

講師：（調整中）

昼食（60分）

13:50

14:20

15:10

16:20

16:30

18:00

【４日間研修の受付開始】

講義「ケアマネジメントの実践」

進行・まとめ：門屋 充郎（帯広ケア・センター／NPO法人十勝圏域障害者総合相談支援センター）

講義その1 「障害種別を越えて～沖縄での実践～」

講師：島村 聡（那覇市役所 健康福祉部）

講義その２「地域でのシステムづくりをめざして～帯広での実践～」

講師：門屋 充郎

講義その３「ケアマネ人材の育成」

講師：調整中

休憩（10分）

演習ガイダンス（－17:00）

交流会（－20:00）



３月１９日（日）
09:00

12:00

13:00

17:00

相談面接演習

講師：広沢 昇（埼玉県立精神保健福祉センター）、金子百合子（地域生活支援センターまほろば) 、

紅林奈美夫、門屋 充郎、三品 桂子、佐藤 光正 他

昼食（60分）

社会資源活用演習

講師：広沢 昇、金子百合子、紅林奈美夫、門屋 充郎、三品 桂子、佐藤 光正 他

３日目終了

３月２０日（月）
09:00

12:00

13:00

17:00

ケア計画作成演習Ⅰ

講師：広沢 昇、金子百合子、紅林奈美夫、門屋 充郎、三品 桂子、佐藤 光正 他

昼食（60分）

ケア計画作成演習Ⅱ

講師：広沢 昇、金子百合子、紅林奈美夫、門屋 充郎、三品 桂子、佐藤 光正 他

４日目終了

３月２１日（火）
09:00

10:50

11:00

12:00

13:00

15:00

15:10

ケア計画作成演習のまとめ

講師：紅林奈美夫（国際福祉専門学校）

休憩（10分）

講義「権利擁護と苦情解決」

講師：岩崎 香（順天堂大学）

昼食（60分）

講義「今後の障害者福祉の課題」

講師：厚生労働省(調整中)

休憩（10分）

閉講式（～16:00）

※プログラムの講師につきましては、変更する場合がございますので予めご了承ください。

■開催概要
【定 員】７０名（受付は先着順です。定員になり次第締め切りとさせていただきます）

【研修に係る費用】※金額はすべて税込みです。

共通費用 参 加 費 ４０，０００円 ※第３回研修の方は２５，０００円です。

オプション 昼 食 費 ４，０００円（４食）※第３回研修の方は３，０００円（３食）です。

交流会費 ５，０００円（１８日（土）に開催）

※ 共通費用は受講する全てに方にかかります。オプションはご希望にあわせてお申込みください。

【対 象】受講日において、次の要件を満たす方。
現に相談支援業務に従事する精神保健福祉士ならびに精神科ソーシャルワーカー等

＜第３回ケアマネジメント研修の場合＞

１．精神保健福祉分野におけるソーシャルワークの実務経験が２年以上あること。

２．会員の方は2005年度までの会費を納入していること。



【参加に際しての注意事項】
１．本研修の受講に際し、次の「事前課題」があります。

１）リフレーミング／例を作成

２）援助技術の選択／提示された事例概要から、援助技術を選択し判断理由を述べる

３）地域生活支援体制評価／受講者自身の地域の支援体制について述べる

２．「事前課題」は、受講決定通知と一緒にお送りいたします。受講前にご作成いただき、研修初日、受付

へご提出ください。

【お申込方法】
１．お申し込みは、「受講申込書」に必要事項をご記入の上、個人ごとに本協会までＦＡＸにてお送りくだ

さい（原本は必ず保管してください）。

２．研修に係る費用は、受講決定通知とともにお送りする郵便振替用紙にて、所定の期限までにご送金く

ださい。

３．「申込み」の締め切り ２００６年２月２８日（火）必着

注：１）原則として「受講決定通知」送付後の参加取り消し及び参加費のご返金はできません。ただし、

参加できなかった方へは、研修終了後に資料をお送りいたします。

２）変更、取り消しのご連絡につきましては、各自が保管されている申込書（原本）を訂正のうえ、

改めて本協会までＦＡＸにてお送りください。

３）受講決定通知等は、一括して２００６年３月６日（月）までに発送します。内容
をご確認のうえ、研修当日にご持参ください。

【その他】
１．本研修では宿泊のご用意をしておりませんので、ご自身でご手配くださいますようお願いいたします。

なお、研修参加者には、受講決定通知等をお送りする際、会場近郊にございますホテル等のリストをお

送りする予定ですので、ご参考になさってください。

２．参加者名簿（お名前、勤務先名、勤務先所在地（TEL/FAX））を配布する予定です。本名簿には、参加

者全員のお名前を掲載させていただきますが、勤務先名および勤務先所在地につきましては、掲載の可

否を受講申込書にてお知らせください。

３．会場までの交通について

・新交通「ゆりかもめ」で新橋から18分。「テレコムセンタ

ー駅」下車、徒歩３分。

・りんかい線（大崎から11分、大井町から８分、新木場か

ら７分）東京テレポート下車、無料バス３分

埼京線りんかい線直通（新宿から23分、渋谷から18分、

池袋から29分）「東京テレポート駅」下車、無料バス３分

・千葉方面は高速湾岸線｢有明」出口から車で約７分。

・横浜・羽田方面は、高速湾岸線「13 号地」出口から車で

約３分。

４．災害保険などは、各自でご加入ください。

＜参加申込み先＞

社団法人日本精神保健福祉士協会
〒160-0022 東京都新宿区新宿1-11-4 TSKビル7F-B TEL.03-5366-3152 FAX.03-5366-2993

E-mail:office@japsw.or.jp URL:http://www.japsw.or.jp/


